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能性が示された。また、Angptl8 KO ラットの血中 TG 濃度は、野生型ラット
と比較して有意に低下していた [絶食時：120 ± 8 vs. 61 ± 5, 摂食時：135 ± 11 















ラットを用いた本研究により、Angptl8 遺伝子 KO は、糖代謝に影響を及ぼさ






 コントロール困難な糖尿病の新規治療として、膵臓 β 細胞の増殖因子の探索












 一方、Angptl8 KOは糖代謝には明らかな影響を与えなかった。 





  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 31年 4月 22日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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